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カーネル予測成分分析による大自由度力学系の縮約表現 

 	
  大自由度力学系の中の少数自由度ダイナミクス	

 	
  水滴が落下する様子／落下間隔のリターンプロット	


流体力学的振る舞い	
  
　 	
  (高次元力学系)	


例： 水滴落下系	


Robert	
  Shaw	
  (1984)	
  

少数自由度カオス
の存在	


Fuchikamiら	
  (1999)	
  



 	
  元データの情報はなるべく保持：分散は大きく	
  (PCAと同じ)	
  

 	
  　　  に対して　　　      はなるべく一意：条件付き分散は小さく	
ut ut+1

ut = f(xt) =
T�

j=1

αjk(xj , xt) = αTk(t)

 	
  カーネル法によるモデリング	


←	
  分散	


←	
  条件付き分散	


 	
  比の最適化	


 	
  一般化固有値問題	


α∗ = arg max
α∈RT

αTK2α

αTMα

⇔ arg max
α∈RT

αTK2α subject to αTMα = 1

K2α = λ(M + ηK)α


